
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
活
用

４
段
階
の
レ
ベ
ル
で
能
力
評
価

多
様
な
連
携
・
人
づ
く
り
推
進

水
循
環
政
策

本
部
事
務
局
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
事
例
紹
介

国
土
交
通
省
は
二
月
十
八
日
、
東
京
・
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
赤
坂
駅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
第
三
回
「
建
設

業
社
会
保
険
推
進
・
処
遇
改
善
連
絡
協
議
会
」
（
会
長
・
蟹
澤
宏
剛
芝
浦
工
業
大
学
建
築
学
部
教
授
）
を
開
催
し

た
。
二
月
十
四
日
の
大
臣
指
示
を
受
け
て
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
を
活
用
し
た
施
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
を
三
月
下
旬
に
ま
と
め
る
。
能
力
評
価
基
準
に
基
づ
く
四
段
階
の
レ
ベ
ル
区
分
が
技
能
者
の
賃
金
上
昇

の
好
循
環
や
賃
金
以
外
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

同
省
は
官
民
連
携
の
協
議

会
で
社
会
保
険
加
入
対
策
に

取
り
組
み
、
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
し
か
し
将
来

の
建
設
業
の
担
い
手
を
確
保

す
る
に
は
技
能
者
の
さ
ら
な

る
処
遇
改
善
が
不
可
欠
だ
。

こ
の
た
め
平
成
三
十
年
に

長
時
間
労
働
の
是
正
や
給
与

・
社
会
保
険
の
改
善
、
生
産

性
向
上
を
柱
と
す
る
建
設
業

働
き
方
改
革
加
速
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
。
こ
れ
に
基
づ

き
従
来
の
協
議
会
を
発
展
的

に
改
組
し
て
社
会
保
険
加
入

徹
底
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普
及
促

進
、
適
切
な
賃
金
水
準
の
確

保
に
向
け
て
議
論
を
進
め
て

い
る
。
本
紙
関
係
で
は
建
設

産
業
専
門
団
体
連
合
会
、
日

本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
、

日
本
配
管
工
事
業
団
体
連
合

会
、
日
本
冷
凍
空
調
設
備
工

業
連
合
会
、
全
国
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
な
ど
が
参

加
し
て
い
る
。

当
日
の
協
議
会
で
は
青
木

由
行
同
省
土
地
・
建
設
産
業

局
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り

建
設
業
の
給
与
水
準
は
年
々

上
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

よ
う
や
く
製
造
業
と
肩
を
並

べ
た
程
度
で
ま
だ
ま
だ
気
を

緩
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

若
年
者
に
よ
る
前
時
代
的
な

印
象
も
払
拭
で
き
て
お
ら
ず

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
皆
さ
ま
の
議
論
を
建
設

業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
活
発
な
意

見
交
換
を
促
し
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
活
用
で
は
今

年
度
中
に
三
十
五
職
種
で
能

力
評
価
基
準
を
整
備
す
る
。

経
験
・
知
識
・
能
力
に
応
じ

て
①
初
級
技
能
者
（
見
習

い
）
②
中
堅
技
能
者
（
一
人

前
の
技
能
者
）
③
職
長
と
し

て
現
場
に
従
事
で
き
る
技
能

者
④
高
度
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
を
持
つ
技
能
者
（
登
録

基
幹
技
能
者
な
ど
）
―
―
の

四
段
階
の
レ
ベ
ル
に
区
分

し
、
色
分
け
し
た
カ
ー
ド
を

発
行
す
る
予
定
だ
。

大
臣
指
示
で
は
四
段
階
の

レ
ベ
ル
分
け
を
賃
金
上
昇
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
退
職

金
や
社
会
保
険
な
ど
賃
金
以

外
の
処
遇
改
善
に
活
か
す
よ

う
具
体
的
な
取
り
組
み
を
求

め
た
。
こ
れ
に
伴
い
発
注
者

・
元
請
・
下
請
そ
れ
ぞ
れ
の

生
産
性
向
上
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

一
層
の
普
及
促
進
に
努
め
て

い
く
。

社
会
保
険
加
入
対
策
で
は

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登
録
さ
れ
た
作

業
員
名
簿
に
よ
っ
て
労
働
者

単
位
で
の
加
入
・
未
加
入
状

況
が
効
率
的
に
確
認
で
き

る
。
一
人
親
方
対
策
で
は
検

討
会
を
新
設
し
、
職
種
ご
と

の
実
態
把
握
や
偽
装
請
負
の

疑
い
が
あ
る
一
人
親
方
の
基

準
の
明
確
化
な
ど
を
行
う
。

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本

部
事
務
局
主
催
の
「
水
循
環

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
０
」

が
二
月
十
七
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東

京
駅
日
本
橋
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
さ
ら

な
る
推
進
に
向
け
て
「
多
様

な
連
携
・
広
報
・
人
づ
く
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぼ
う
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
や
事
例
紹
介

を
繰
り
広
げ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

行
政
・
業
界
関
係
者
な
ど
が

一
堂
に
集
い
、
多
様
な
主
体

の
連
携
や
人
材
育
成
の
あ
り

方
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
先

進
的
な
取
り
組
み
事
例
を
紹

介
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や

ヒ
ン
ト
を
共
有
し
た
。

当
日
は
約
百
名
が
参
加
。

溝
口
宏
樹
事
務
局
長
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
水
循
環

基
本
法
が
成
立
し
て
以
来
、

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る

健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
へ

注
力
し
て
き
た
。
皆
さ
ま
と

共
に
裾
野
の
拡
大
に
努
め
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
中
村
晋
一
郎
名

古
屋
大
学
大
学
院
准
教
授
が

「
身
近
な
水
辺
の
再
生
か
ら

流
域
水
循
環
へ
」
と
題
し
て

講
演
。
ま
た
連
携
・
広
報
・

人
づ
く
り
の
三
分
野
で
水
田

正
彦
大
和
信
用
金
庫
総
合
企

画
部
次
長
が
「
大
和
川
の
水

質
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
」
、
栗
田
茂
樹
茨
城
県
霞

ヶ
浦
浄
化
対
策
監
が
「
茨
城

県
の
森
林
湖
沼
環
境
税
」
、

寺
田
勝
博
く
ま
も
と
地
下
水

財
団
事
務
局
長
が
「
熊
本
の

豊
か
な
地
下
水
を
次
世
代
へ

繋
い
で
い
く
」
、
東
元
道
明

西
条
市
参
与
が
「
名
水
百
選

う
ち
ぬ
き
に
育
ま
れ
た
命
、

う
ち
ぬ
き
文
化
を
未
来
に
つ

な
ぐ
」
、
姫
氏
原
健
司
徳
島

県
流
水
管
理
課
長
補
佐
が

「
Ｏ
Ｕ
Ｒ
（
あ
わ
）
の
水
を

未
来
へ
紡
ぐ
人
づ
く
り
」
、

山
口
浩
千
葉
県
河
川
環
境
課

長
が
「
水
循
環
健
全
化
に
取

り
組
む
個
人
・
団
体
を
応
援

し
ま
す
」
な
ど
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。

官民連携協議会で意見交換

青木局長

熱心にノウハウを学ぶ

溝口事務局長
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